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令和７年度木津川市コミュニティバスの利用状況等について 

 

 

〇利用状況・運行経費（令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

 ・コミバス全体の利用者数 318,660人（前年度比 30,370 人増） 

・運行経費 194,037,289円、運賃収入 55,326,353円、 収支率 28.3% 

  補助金額  22,710,000円、実質負担額 117,530,299円 

 ・一人当たりの実質負担額（実質負担額÷利用者数） 368.8円（前年度 325 円） 

 

 

〇主な利用者増加要因について 

・利用者増加の主な要因として、下記１点が挙げられる。 

１．コミュニティバス利用者支援事業 

 

 

１．コミュニティバス利用者支援事業 

   令和７年９月～１２月にかけて、コミュニティバス利用者支援事業として当

尾線を除くコミュニティバスの運賃を半額で運行したことにより、利用者の大

幅な増加につながった。きのつバス利用者を対象としたアンケート結果では、

回答者全体の約４割の方が「利用回数が増えた」、そして約１割の方が「値下

げをきっかけに利用し始めた」と回答しており、きのつバスについては、期間

終了後も利用者数の伸びが見られ、コミュニティバスの利用促進に一定の効果

があったものと思われる。 

   一方、利用者数は約１．３倍となり、運賃収入は半額を補填できるまでには

至らなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎きのつバス・当尾線利用者数 全体集計      （ ）は前年度比 

 

  

〇今後の対応について 

・今後利用者を増やしていくためには、現在利用していない市民への働きかけに 

よって、新たな需要の開拓していくことが必要。 

※今後、通学で利用すると見込まれる、若年層への啓発活動や乗り方教室の実施

など。 

 

 ・観光客が増加傾向にあることから、引き続き観光客への利用促進を進める。

（１日フリー乗車券の積極的な広報など） 

路線名 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和４年度比 

木－１ 88,888人 

（+16,335 人） 

97,883人 

（+8,995 人） 

113,656人 

（+15,773 人） 

124,962人 

（+11,306 人） 

140.6％ 

（+36,074 人） 

木－２ 41,294人 

（+661 人） 

42,759人 

（+1,465 人） 

44,891人 

（+2,132 人） 

47,930人 

（+3,039 人） 

116.1％ 

（＋6,636 人） 

木－３ 79,363人 

（+9,356 人） 

83,524人 

（+4,161 人） 

92,271人 

（+8,747 人） 

107,356人 

（+15,085 人） 

135.3％ 

（+27,993 人） 

当尾線 16,698人 

（+3,464 人） 

19,094人 

（+2,396） 

22,213人 

（+3,119） 

21,943人 

（-270） 

131.4％ 

（+5,245 人） 

合 計 226,243人 

（+29,816 人） 

前年度比+15.2％ 

243,260人 

（+17,017 人） 

前年度比＋7.5% 

273,031人 

（29,771 人） 

前年度比＋12.2% 

302,191人 

（29,160 人） 

前年度比＋10.7% 

133.6％ 

（+75,948 人） 

観光入込

客数 

641,207人 

（+91,801 人） 

前年度比+16.7％ 

720,993人 

（+79,786 人） 

前年度比 12.4% 

757,444人 

（+36,451 人） 

前年度比 5.0% 

813,436人 

（+55,992 人） 

前年度比 7.4% 

126.9％ 

（＋172,229 人） 


